
 

 

 

 

1.プロジェクトの目的 

 
 

 

2.プロジェクトの概要 

 
 

  

ネットワーク設計・構築・運用管理ソフトウェア技術

仮想化対応ネットワーク装置技術
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Before After希望に一番近い提供メニューを
選択してネットワークを利用

ネットワーク資源やプロトコルの組合せを意識
しなくても、サービスを手軽に提供可能となる

サービスごとにネットワークを
個別に構築・運用管理

•ネットワーク資源を共有する複数の通信事業者やサービスプロバイダが、目的に合
わせて自由にネットワークを設計・構築・運用管理することを可能とする

– 通信事業者：ネットワークの設計・構築・変更を従来の１／１０の時間で実現

– サービスプロバイダ：サービスの開設・撤収時間を大幅に短縮

– 一般の利用者：欲しいサービスがサービスプロバイダからすぐに提供される

所有する資源を効率的に活用し、ネットワーク
をダイナミックに構築・運用管理

O3プロジェクトの目的

ネットワーク設計・構築・運用管理ソフトウェア技術
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O3プロジェクトの全体概要
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(2)ネットワーク設計・構築・運用管理ソフトウェア技術
・広域ネットワークにSDNを適用する際に必要な、設計ソフトウェア
（設計したNWの検証）、構築ソフトウェア（既存NWとの相互接続、
既存NWからSDNへの移行）、運用管理ソフトウェア（レイヤ間にお
ける障害特定・対処の迅速化、サービス品質の制御）

(1)ネットワーク管理制御プラットフォーム技術
・多種多様なネットワークについて、それぞれを管理するための
情報を共通的に扱えるようにすることで、広域ネットワークを
統合化し、管理制御を柔軟かつ迅速化するプラットフォーム
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光コアノード

課題（３）仮想ＮＷ対応ノード技術

(3)仮想化対応ネットワーク装置技術
・すべてのレイヤを通じて低コストかつ高性能な資源を活用し、サービス構築コストの最適化を可能とする、既存の
光通信システム・無線通信システム・パケットトランスポートシステムのネットワーク装置を制御するインタフェース
やドライバ機能、および構成や機能を自由に変更できるソフトウェア通信装置

別紙 



 

 

3.今後の展望 

 
 

 

 

（参考）O3プロジェクトと従来の SDN 研究との違い 

 
 

 

•全世界のプロバイダが同一のSDNソフトウェアを共通品質で相互接続

•日本国内で開発したアプリケーションを配布し、現地向けにカスタマイズ
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各地域プロバイダは
アプリケーションをインストールするだけ
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アイデア・技術等の
コントリビューション
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O3プロジェクトの展望

O3プロジェクトと従来のSDN研究との違い

•従来のSDN研究：データセンタネットワーク領域が中心

•O3プロジェクト：広域ネットワーク向けSDN研究
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